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◇ 高度化、多様化する県民の学習ニーズに応えるため、よりよい学習環境を提供します。 

◇ 県民の学習ニーズや社会的課題に対応した学習機会を提供するとともに、学習成果を活用する機会

の充実を図ります。 

◇ 県民の学習に対する意欲を高め、主体的な学習活動を促進するため、関係機関、団体（ＰＴＡ・子ど

も会など）との連携・協力体制を強化します。 

 

 

平成３０年度 施策の基本的なねらい 

Ⅳ 生涯学習社会をつくる 

１ 生涯学習・社会教育の総合的推進 
 
 

(1) 社会教育活動の推進 ≪施策２３≫                   社会教育課 

 

 

 

 

 

 

   

 

平成３０年度 主な取組・事業  

 
取組・事業名 実績 

ＮＰＯやボランティア団体との 

連携・協力の推進 

○ みんなで育もう！ふくおかの子ども育成支援フォーラム 

参加者 181 名 

○ 中国・四国・九州地区生涯教育実践研究交流会の開催（２日

間） 

参加者延べ 727人 

社会教育関係団体等に 

対する育成支援・補助 

○ 公共性のある適切な活動を行う社会教育団体への助成 

10 団体 

社会教育関係職員の資質向上 

＜重点事業１５＞ 

○ 市町村新任社会教育関係職員研修（２回）参加者延べ 141人 

○ 社会教育専門研修（３回）       参加者延べ 90 人 

○ 県社会教育主事等研修会        参加者延べ 192人 

県立社会教育総合センター等での学習

情報の提供及び学習相談の充実 

○ ふくおか社会教育応援隊派遣回数 1,164 回 

○ ふくおか社会教育ネットワーク アクセス件数 376,824 件 

○ メールマガジンの配信 年 12 回（登録者数約 500 名） 

現代的な課題に関する学習機会の提供

とボランティア活動の促進 

○ 現代的課題対応研修 

「学校とともにある地域づくり・人づくり推進セミナー」

（２回） 

 参加者延べ 135 人 

○ 環境ボランティア養成研修 in 英彦山（２回） 

 参加者延べ 50人  

 

指  標  

指  標 指 標 の 概 要 現状値 目標値 達成状況 

社会教育に関する 

学習情報提供の充実 

「ふくおか社会教育ネットワ

ーク」へのアクセス件数 

376,824件 

（H30 年度） 

300,000件 

（毎年度） 

 

◎ 
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成  果  社会教育関係職員・団体等を対象とした研修会をとおして、学習のニーズや社会的課題に

応じた学びの場を提供することができました。 

・ 中国・四国・九州地区生涯教育実践研究交流会の企画・運営にあたっては、実行委員会と社会教育関係

職員が連携し、生涯学習・社会教育に係る実践協議を深めるとともに、ＮＰＯやボランティア、企業

等、地域で活動する様々な団体等のネットワークを築くことで、地域の連携・協力体制の充実と教育環

境整備等、地域の様々な課題の解決に役立てることができました。  

・ みんなで育もう！ふくおかの子ども育成支援フォーラムでは、家庭教育や子育て支援に関わる個人や団

体、行政担当者が集い、学習や交流を通して、家庭教育や子育て支援等の在り方を考えるとともに、参

加者同士のネットワークの構築を図ることができました。 

・ 社会教育関係団体へは、助成を行うだけでなく積極的な情報提供等を行うことで、各団体の特色ある活

動を生かした地域における社会教育振興につながりました。 

・ 市町村や学校等からの要望に応じて社会教育主事を派遣し、家庭教育支援や青少年教育等、社会教育に

関する情報提供や学習方法の提供を行いました。また、「平成 30 年度福岡県社会教育関係事業事例集」

を作成し、各市町村・関係機関等に配布することで、事業内容の周知につながりました。 

・ 県民の学習ニーズや社会的課題に対応するための基礎研修や専門的研修を実施することで、参加者の資

質・能力の向上を図るとともに、関係者同士のネットワークづくりにもつなげることができました。 

 

課  題  地域の人材育成・課題解決と社会教育の振興につながる研修の充実が求められています。 

 

① 家庭教育や子育て支援、子どもの貧困問題、環境問題等、現代的な課題の解決につながる研修が求めら 

れています。 

② 社会教育関係団体等と密に情報交換を行いながら、さらなる連携・協働を図る必要があります。 

③ ＳＮＳのみの利用者が増加していることや情報収集に使用する端末（使用機器）の多様化に伴い、より

県民のニーズに応えられるよう情報の発信方法を検討する必要があります。  

 

対  応  学習情報の提供、学習の場を充実させます。 

 

① 生涯学習・社会教育関係者や NPO 団体、さらには大学関係者や企業等様々な立場の人々に対して、学習

のニーズを把握し、課題解決につながることを目的とした学習と交流の場を設定するなど、市町村職

員、ボランティア等、社会教育関係者が地域の課題解決や社会教育振興に資する研修の充実を図りま

す。 

② 社会教育関係団体に対して学習情報の提供を適切に行い、より多く情報交換を行えるようにします。 

③ より多くのニーズに応えられるよう情報収集し、必要な情報を適切に発信するために、県民が情報収集

に使用する端末（使用機器）やソフトの変容への対応について研究していきます。 
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Ⅳ 生涯学習社会をつくる 

２ 生涯学習・社会教育環境の整備 
 
 

(1) 社会教育施設の充実 ≪施策２４≫                   社会教育課 

 

 

 

 

平成３０年度 主な取組・事業  

 
取組・事業名 実績 

県立社会教育施設の 

機能充実 

○ 県立社会教育施設における事業内容改善、体験プログラムの開発 
○ 県立図書館 
 ・ 遠隔地サービス利用数  13,642 冊 

・ 学校貸出図書セット    5,720 冊（143 セット×40 冊） 
・ レファレンス受付数   60,094 件 

○ 県立図書館および公立図書館等の相互ネットワーク構築 
  貸出借受冊数  20,921 冊 

県立社会教育施設の 

利用促進 

○ 県民の利用促進を行うため、企業や大学等への周知、広報活動の充実と
開所日数の増加 

  社会教育総合センター、英彦山青年の家、少年自然の家「玄海の家」の
開所日数 1,015 日 

○ 県立社会教育施設（社会教育総合センター、英彦山青年の家、少年自然
の家「玄海の家」、３施設） 

  研修者数 211,109人 
○ 県立図書館 
   図書館貸出冊数 444,711 冊   
○ 青少年科学館  

入館者数       352,115 人 

社会教育施設職員の 

資質向上 

○ プレイリーダー注１）研修（福岡県子ども会育成連合会と共催） 
 ・ プレイリーダー１級（少年自然の家「玄海の家」において２回開催） 
   受講者数 36 人 
 ・ プレイリーダー２級（６教育事務所において各１回開催） 
   受講者数延べ 274 人 
○ 専門研修 
 ・ 郷土資料研修 参加者 24 人 

・ 参考調査業務研修 参加者 14人 
・ 「子どもと読書」研修会 参加者 87人 

（入門講座 47 人、専門講座 40 人） 

 

指  標  

 
指  標 指 標 の 概 要 現状値 目標値 達成状況 

県立社会教育施設の

利用 

県立社会教育施設の利用者数（社会教育

総合センター、英彦山青年の家、少年自

然の家「玄海の家」） 

211,109人 

(H30 年度) 

 223,000人 

(毎年度) 
△ 

 

 

県立図書館の利用 

 

県立図書館の図書貸出冊数 
444,711冊 

(H30 年度) 

460,000冊 

(毎年度) 
△ 

県立図書館の図書貸出利用者数 
169,853人 

(H30 年度) 

171,000人 

(毎年度) 
△ 

青少年科学館の利用 青少年科学館の入館者数 
352,115人 

（H30年度） 

318,700人

(毎年度) 
◎ 

◇ 社会教育を振興する県立社会教育施設の機能充実と利用促進を図るとともに、県民のニーズに対応で

きるよう社会教育関係職員の専門性を高めます。 

 

平成３０年度 施策の基本的なねらい 
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   社会教育総合センター、英彦山青年の家、 

   少年自然の家「玄海の家」の利用者数 

 県立図書館の図書貸出冊数 

 

 

 

 

県立図書館の図書貸出利用者数  青少年科学館の入館者数 

  

 
 

成  果  県立社会教育施設では、県民のニーズに応える事業内容の改善やプログラムの開発に取り 

 
・ 県立社会教育施設では、県民のニーズに応える事業内容の改善を進めたほか、施設の特徴を活かした新

たなプログラムを各施設において開発し、取り組むことができました。 

・ 県立図書館では、学校貸出図書セットの貸出や遠隔地サービスの充実、利用者サービスの向上に努めま

した。 

・ プレイリーダー研修を県内６か所で実施したことで、多くの専門的な知識や技能を修得した指導者を養
成することができ、関係団体の活性化につながりました。 

課  題  施設の特色を生かし、県民のニーズに更に応えるための施策が必要です。 

① 社会教育総合センター、英彦山青年の家、少年自然の家「玄海の家」においては、今後も子どもの体験
活動の一層の充実や指導者養成など、県民のニーズに更に応えるため、魅力ある事業の開発等の検討が必
要です。 

② 県立図書館においては、大学の移転等があり、貸出利用者数は減少しています。今後の利用者増を図る
ためにも、更なる図書館の利用促進が必要です。 

③ 青少年科学館においては、民間の専門機関との連携・協力を視点に、利用者のニーズに応じた、より効
果的な事業運営に努めることが必要です。  

対  応  施設利用者を増やせるようサービスと機能の充実を行います。 

① 社会教育総合センター、英彦山青年の家、少年自然の家「玄海の家」においては、今日的課題に対応し
た研修内容の充実や立地条件を生かした体験活動プログラムの開発を継続的に行います。また、施設間や
地域との効果的な連携事業等を実施することで県域での事業の活性化を推進します。 

② 県立図書館については、市町村立図書館等との連携強化を一層図るとともに、県立図書館の特徴や魅力
を発信し、利用者へのサービスの充実に努めます。 

③ 青少年科学館については県民のニーズを的確に捉え、企画や特別展、プラネタリウム番組等の充実を行
います。 

注釈 

注１）プレイリーダー：県において定められた内容の研修を受講し、修了証を取得した者であり、安全に配慮しながら様々な体験活動、

子どもの成長に合わせたものづくりや屋外での遊び等を指導する者。 
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